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１．調査の目的 

市内への転入者及び市外への転出者を対象に転入・転出理由及び本市に対する評価を把握し、今後

の施策立案等の基礎資料として活用するため、アンケート調査を実施した。 

 

２．調査概要 

調査方法：戸籍住民課窓口において、転入届又は転出届を提出する方にアンケート調査票を配布し、

回収箱に投函してもらう自記式で実施した。 

調査期間：令和元年８月～11月（４か月間） 

＜回収状況＞ 

調査名 調査対象 有効回収数 

「転入」に関するアンケート調査  戸籍住民課窓口において、転入

届又は転出届を提出する方 

330 

「転出」に関するアンケート調査 445 

 

３．調査項目 

「転入」に関するアンケート調査 「転出」に関するアンケート調査 

□回答者属性（性別、年齢、職業、国籍） 
□転入前・転入後の家族構成 
□子どもの状況 
□転入前・転入後の居住地 
□転入前の住所での居住年数 
□勤務地・通学地 
□転入前・転入後の住宅所有関係 
□転入のきっかけ 
□転入先に伊勢原市を選んだ理由 
□伊勢原市以外での転入先の検討 
□自由意見 
 
 

□回答者属性（性別、年齢、職業、国籍） 
□転出前・転出後の家族構成 
□子どもの状況 
□転出前・転出後の居住地 
□転出前の住所での居住年数 
□勤務地・通学地 
□転出前・転出後の住宅所有関係 
□転出のきっかけ 
□転出先の市町村を選んだ理由 
□伊勢原市内での転居の検討 
□伊勢原市の住み心地 
□伊勢原市への再居住意向 
□自由意見 

 

４．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。単数回答（１つだけ

選ぶ問）においても、四捨五入の影響により、％を足し合わせて100％にならない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れていな

い場合がある。 

・表中の網掛け部分は、各分析軸において割合が最も多い項目である。 

  


